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国際学生支援センター（ＩＳＳＣ） 
2006 年 カンボジアの高校生を対象とした日本における研修事業 

概要およびホームステイ先募集について 

 
● 目的 
国際学生支援センター（ＩＳＳＣ）は、カンボジアの孤児院にて日本語講座を開講している。優秀な

成績で受講している高校生を対象に、カンボジアにとって重要な存在となっている日本の各分野を学び、

自国のため、自分の将来のために直接寄与するようなプログラムを提供することを目標とし、日本語・

日本経済・日本産業・インフラ整備・武道体験等を通じた研修事業を行うことを目的としている。また、

国際交流・国際協力を支援者・被支援者の両者が改めて考える機会とするため、支援者との交流の機会

を多く設けることも目的とする。（2004 年・2005 年に続き、３年目のプロジェクトとなる。） 
 
● 研修・交流プログラム 

① 日本語実践練習（研修担当：有志大学生等） 
内容：ホームステイ先付近にて、日本語を実践的に学ぶため、テキストを用いた語学研修を行

う。さらに、大学生が実際に「街の見学」に案内し、日本の街がどのようにできているかを学

んでもらいながら、基本的な日本での生活について学ぶ。 
② 日本の経済（研修担当：日本政策投資銀行職員予定） 

内容：都内にて、日本の経済の仕組みについて、専門家からのレクチャー及びディスカッショ

ンを行う。 
③ 日本のインフラ整備・都市計画（研修担当： 国土交通省職員） 

内容：国土交通省関東地方整備局にて、日本のインフラ整備や都市計画について、専門家から

のレクチャー及び都心部の視察を行う。 
④ 日本の産業（研修担当：経済産業省職員） 

内容：都内にて、日本の産業の仕組みについて、専門家からのレクチャー及びディスカッショ

ンを行う。 
⑤ 日本の保健・衛生（研修担当：国立感染症研究所職員） 

内容：研究所訪問を行い、日本の保健・衛生について、専門家からのレクチャーを行う。 
⑥ 日本の伝統武道「空手」（研修・交流担当：空手道連盟） 

内容：日本の伝統武道である空手の体験と、「空手交流会」と題して、空手を学んでいる方々と

の交流を行う。 
⑦ 日本の学生とのディスカッション（研修・交流担当：有志学生） 

内容：日本の高校生と「自分の国の将来、自分の将来」と題したディスカッションを行い、同

世代との交流を深めながら、国際協力を学ぶことを目的とする。 
⑧ 支援者の方との交流 

内容：日ごろ、支援をしてくださっている方と直接の交流を行い、カンボジア側からの感謝を

伝える場とするとともに、支援者と被支援者をつなぎ、今後の両国の友好につなげる機会とす

る。 
⑨ 日本文化体験旅行（研修・交流担当：ＩＳＳＣ事務局） 

内容：適宜、観光を行う。今年は浅草、葛西臨海公園、東京ディズニーランド等へ行く予定で

ある。 
⑩ その他、歓迎会、送別会、その他の交流会を開催する予定。 
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＜2006 年度研修概要＞ 
● 研修時期：８月 20 日頃～９月 10 日頃の予定 【正式な日程は後日決定。】 
● 研修人数：2 名の予定（ホームステイ先等の条件によって最終決定。） 
● 対  象：カンボジアの高校 1 年生・2 年生 

現地で開講している日本語講座を事業実施までに 2 年間以上受講した者とする。（すで

に選考試験は実施済み。） 
● その他： 

① 来日する高校生の日本での滞在は、都心近郊でのホームステイとする。ホームステイ受け入れ

ができるお宅に依頼する。 
② 事故等を防ぐため、また日常的な交流を図るための観点から、毎日の研修・交流にあたっては、

必ず引率をつける（ホームステイ先と研修先の往復）。 
 
★ ホストファミリー募集中 

ホストファミリーの条件： 
○ ホームステイ先の場所が新宿まで 30分程度で出てこれる地域に立地していることを目安と

させていただきます。 
○ ご家族のうちどなたかが、１日のうち在宅している時間が長いことを条件とさせていただ

きます。 
① 基本的には、毎日の食事（研修日程によって、ご提供いただく食事の回数は異なります）と滞

在するスペース（部屋）のご提供をお願いします。 
② 研修生はほぼ毎日研修があり、研修場所に行き研修を受けることになります。ほぼ夕方以降は

ホームステイ先で家族とともに滞在することになります。（研修期間中、数日ほど休日がある予

定です。） 
③ 洗濯、掃除などは本人にやらせていただきたいと思います。 
④ 休日にご家族で出かけたりすることなどは、本人の宿題等の状況や体調を考慮していただいた

うえで、ホストファミリーのご判断で自由にしていただいてかまいません。 
☆ その他、詳細は決定した場合に随時打ち合わせをさせていただきます。 

 
◎ ホストファミリーのご希望の方は、なるべく早めに、遅くとも５月 15 日（月）までに以下まで

ご連絡ください。ご希望者多数の場合は、選考をさせていただきます。 
 

＜問合せ先＞ 
国際学生支援センター事務局 

担当：川島 
電話：03-5999-8078 

メール：issc-j-khmer@krd.biglobe.ne.jp 
＜ホームページ＞ 

http://www5e.biglobe.ne.jp/~issc/ 


